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その他
28.52億円
9.0% 物件費

44.59億円
14.1% 

補助費等
44.43億円
14.1% 

普通建設事業費等
48.73億円
15.4%

公債費
30.49億円
9.7% 

人件費
37.37億円
11.8% 

扶助費
82.01億円
25.9%

平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど
30
議
案
を
審
議

平成26年度 一般会計予算

316億1413万円
　
平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算
の
審
査
に
あ
た

り
本
市
議
会
で
は
議
員
全
員
に
よ
る
予
算
審
査

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、歳
入
歳
出
す
べ
て
に
渡

り
、執
行
部
に
詳
細
な
説
明
を
求
め
審
査
を
行
っ

た
。

【
歳

　入
】

　
自
主
財
源
の
根
幹
を
な
す
市
税
は
約
１
２
１
億

９
千
万
円
と
、対
前
年
度
比
２
．９
％
の
増
と
な
っ

て
お
り
、実
質
的
な
地
方
交
付
税
は
対
前
年
度
比

７
．0
％
減
の
約
55
億
５
千
万
円
と
な
っ
た
。

　
市
債（
市
の
借
金
）の
起
債
額
は
対
前
年
度
比

78
．４
％
の
大
幅
増
の
約
39
億
3
千
万
円
と
な
っ

て
い
る
。こ
れ
に
よ
り
平
成
26
年
度
末
の
市
債
残

高
は
約
２
８
５
億
６
千
万
円
と
一
般
会
計
で
は
10

年
ぶ
り
に
増
加
へ
転
じ
る
。

【
歳

　出
】

　
昨
年
同
様
人
件
費
は
減
で
あ
る
も
の
の
扶
助

費
は
約
１
億
３
千
万
円
の
増
。ま
た
公
債
費
は
償

還
元
金
の
増
に
よ
り
増
加
を
し
て
い
る
。ま
た
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
の
本
格
化
や
地
区

公
民
館
等
の
老
朽
化
対
策
等
に
よ
り
、投
資
的
経

費
は
対
前
年
度
比
79
．２
％
増
の
約
48
億
７
千
万

円
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
26
年
第
１
回（
３
月
）定
例
会
は
２
月
24
日
に
招
集
さ
れ
、

３
月
18
日
ま
で
の
23
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市債残高は10年ぶりに増加

過去
最高

その他の経費
37.2%

投資的経費
15.4%

義務的経費
47.4%歳出

市債
39.35億円
12.4% 

地方譲与税等
13.31億円
4.2%

地方交付税
39.67億円
12.6% 

国県支出金
66.82億円
21.1% 

諸収入
6.62億円
2.1% 

分担金・使用料等
28.48億円
9.0% 

市税
121.89億円
38.6%

依存財源
50.3%

自主財源
49.7%歳入
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〜
保
護
者
負
担
の
軽
減
へ
〜

◎
こ
ど
も
医
療
費
支
給
拡
大

〜
児
童
の
健
全
育
成
に
〜

◎
３
６
５
日
対
応
病
児
保
育
補
助
事
業

◎
水
痘
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
事
業

〜
子
育
て
の
し
や
す
い
環
境
へ
〜

◎
子
育
て
情
報
誌
作
成
事
業

〜
健
康
保
持
・
増
進
へ
〜

◎
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
再
配
布

事
業

〜
歴
史
的
財
産
の
有
効
活
用
を
〜

◎
国
指
定
特
別
史
跡
水
城
跡
保
存
管
理

計
画
策
定
事
業

◎
奴
国
読
本
作
成
配
布
事
業

〜
も
っ
と
親
し
み
や
す
く
〜

◎
か
す
が
く
ん
・
あ
す
か
ち
ゃ
ん
着
ぐ

る
み
及
び
デ
ザ
イ
ン
製
作
事
業

新
た
に
始
ま
る
事
業

平
成
２５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は

６
億
７
１
９
７
万
円

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」

「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」

事
業
開
始

　
国
か
ら
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金（
道
路
・
都
市
公
園
・
住
宅
）や
学
校
施

設
環
境
改
善
交
付
金
を
活
用
し
て
、来

年
度
も
継
続
し
て
社
会
資
本
の
整
備
を

行
う
と
し
た
平
成
２５
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
７
号
）の
審
査
を
行
っ
た
。

　
歳
入
歳
出
と
も
６
億
７
１
９
７
万
円
を

増
額
し
、補
正
後
の
平
成
２５
年
度
一
般
会

計
予
算
は
約
３
０
６
億
２
千
万
円
と
な
っ

た
。

（
仮
称
）
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
工
事
費
は

総
額
４０
億
６
９
３
４
万
円

道
路
等
整
備
基
金
設
立
へ

　
第
２６
号
議
案
に
お
い
て
現
在
工
事
中

の（
仮
称
）総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の

工
事
契
約
の
一
部
変
更
が
審
議
さ
れ
た
。

こ
れ
は
事
前
の
調
査
で
は
判
明
し
な
か
っ

た
湧
水
が
現
場
か
ら
確
認
さ
れ
、基
礎
工

事
並
び
に
躯
体
工
事
の
内
容
に
変
更
が

生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

　
執
行
部
に
対
し
、事
前
調
査
に
相
当
な

時
間
を
か
け
た
に
も
関
わ
ら
ず
こ
う
し

た
事
態
を
予
見
で
き
な
か
っ
た
こ
と
や

そ
の
後
の
対
応
に
強
い
批
判
も
あ
っ
た

が
、
工
期
と
工
事
費
へ
の
影
響
を
考
慮

し
、全
員
賛
成
で
同
意
さ
れ
た
。

　
市
域
内
で
福
岡
県
が
施
行
す
る
都
市

計
画
道
路
事
業
等
を
効
果
的
に
か
つ
円

滑
に
推
進
す
る
た
め
の
基
金
を
設
置
す

る
第
７
号
議
案「
春
日
市
県
施
行
都
市
計

画
道
路
等
整
備
基
金
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
」が
上
程
さ
れ
審
議
を
行
っ
た
。

　
対
象
と
な
る
の
は
長
浜
太
宰
府
線
と

那
珂
川
宇
美
線
の
未
整
備
区
間
で
、賛
成

多
数
で
可
決
さ
れ
た
。

　
消
費
増
税
に
対
応
す
る
国
の
給
付
金

制
度「
臨
時
福
祉
給
付
金
」及
び「
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」事
業
が
開
始
さ

れ
る
。こ
れ
ら
に
よ
り
、歳
入
歳
出
と
も
４

億
４
千
万
円
を
増
額
し
、補
正
後
の
平
成

２６
年
度
一
般
会
計
予
算
は
約
３
２
０
億
６

千
万
円
と
な
っ
た
。

　
ど
ち
ら
の
制
度
も
、対
象
者
等
が
わ
か

り
に
く
い
た
め
、今
後
、市
か
ら
の
お
知

ら
せ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

く

た
い

 （本年度予算額） （対前年度比）

一般会計 ３１６億１４１３万円  ＋　９．２％

国民健康保険事業特別会計 １０５億２９２８万円  ▲　１．３％

後期高齢者医療事業特別会計 １１億６１００万円  ＋　２．３％

介護保険事業特別会計 ５５億７５９４万円  ＋　７．４％

下水道事業会計 ４２億１７１５万円  ＋ ２０．０％

（　全　会　計　合　計　） ５３０億９７５０万円  ＋　７．３％

平成２６年度春日市当初予算における各会計の予算額は、以下のとおりです。

国指定特別史跡
水城跡

かすがくんとあすかちゃん


